
　2011年 9 月にドイツで発行された鳥類の測定方法の解説書．英語とドイツ語の併記で，野外での調
査に便利なように防水紙に印刷され，スパイラル製本である．多くの測定方法が25のイラストととも
に解説されている．
　本書の構成は，著者のグループによる序文に続き，前半は測定の意義，測定の正確さと信頼限界，
生きた鳥と死んだ鳥の測定値の比較，初列風切・次列風切のナンバリング，尾羽，翼式，頭骨の含気
化 （Fig 3），体重，測定器具などの解説であり，後半の pp. 61–103 がイラストと測定方法の詳しい解
説である．脂肪量指標は Kaiser （1993） による 8段階 （Fig 25）を採用している．巻末に引用文献 （pp. 

104–108） と索引 （pp. 110–116 ） がある．
　頭骨の含気化の図 （p. 44 Fig 3） は 1～7の 7段階に分けられ，主要パターンのほか，ゴジュウカラ，
ツグミ科の 3例が図示されている．また， 8段階の脂肪量指標 （pp. 102–103） は，香港などでの私の
経験では慣れるまでは図を見ながらでないと指標を決めるのが簡単ではない．日本で使われている『鳥
類標識マニュアル，改訂第11版 （山階鳥類研究所鳥類標識センター 2009）』と異なった頭骨の含気化
と脂肪量指標は，欧米では本書の方式がよく使われているようなので，文献を参照するときは注意が
必要である．
　鳥類の測定は，研究の歴史からは，死んだ鳥や標本でのみ行われてきた．鳥類標識調査において生
きた鳥で測定ほかの詳細な形態の研究が行われるようになったのは鳥類の研究史上は新しく，主に1950
年代以後であり，1969年になってもイギリス鳥学会の Ibis誌上でのスペインにおけるアフリカコシジ
ロアマツバメ Apus cafferとヒメアマツバメの論争で，Spencer, Hudson & Mead （1969） は「……現在
の熟練した標識調査者 （バンダー） は，博物館の分類学者によって採集された鳥と同じように，生き
た鳥によって，いろいろななことを正確に詳しく調べている．……」と述べている．これは，「霞網で
捕獲され調査後，放鳥された生きた鳥の調査は観察記録以上のものではない」という Harwin （1969） 

の主張に対する反論である．このアフリカコシジロアマツバメとヒメアマツバメの件については安部 
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（1970ab） に紹介されているので，一読をお勧めしたい．
　翼や尾を開いて細かく調べることは標本では難しい．さらに，裸出部の色や全長，翼開長，体重の
正確な測定は可能ではない．また，換羽についても標本から細かく調べることは簡単ではない．これ
らの調査は，生きた鳥を捕獲して調べることができるバンダーであればできることである．現在，バ
ンダーの中で捕獲した鳥の測定を細かくしている人はあまり多くないが，せっかくバンダーに与えら
れた機会なので，もっと測定することと測定値の活用を奨励したい．
　以前，図鑑やフィールドガイドに掲載されている全長，翼開長の値が正しくないものがあり，出典
が書かれていないものが多いのと体重については載っていないことが多いのでバンダーに呼びかけ，
全長，翼開長，体重の測定値を集めることを提唱し，記入用紙を配布し協力者に測定値を記入して返
送してもらったことがあるが，今後もこれらの測定値の収集は，日本の鳥類をより正確に知るために
続けていきたい．とくに体重については，同種であっても分布や時期，性・齢により大きく変動する
ものであり，測定者による誤差が少ないので，これからも積極的に続けていくべきだと思う．
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